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ピックアップ・プレスリリース
キンギョヘルペスウイルス病のワクチン作製が可能に
ごあいさつ
水産物の安定供給と水産業の健全な発展をめざして
あんじいの魚菜に乾杯
暑い夏の疲労回復にはもってこい　オリーブ香

か お

る、マダコのアヒージョ！

水産業の未来を拓く

研究最前線
日本の食卓を守る！
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5月20日に撮影したクロマグロの産卵行動の動画を、YouTubeで公開しています。
以下のURLでご覧いただけます。

▶http://youtu.be/x5oUPdGbVkk

水産総合研究センターでは、安定してクロマグロの卵をとる技術を
開発するため、水産庁の施設整備費補助金で当センター西海区水産研
究所（長崎県長崎市）に、陸上のまぐろ飼育研究施設を作り、2013
年7月から研究を進めています。この施設で、受精卵が得られる前か
ら、メスの後をオスが追いかける行動が観察されていましたが、5月
16日に初めて受精卵を得ることができました。

この施設で、農林水産技術会議委託プロジェクト研究などにより、水温などの産卵条件を整え、計画的に安
定してクロマグロの受精卵をとる技術を開発していきます。

2014 年 5 月16 日、採卵を目的とした大型陸上水槽としては世界で初めてクロマグロが産卵し、
その受精卵の確保に成功しました。その後受精卵はふ化し、クロマグロの赤ちゃんは順調に育って
います。 

産卵行動の動画を公開しています！

まぐろ飼育研究施設

A産卵1時間後の受精卵
（大きさ約1ミリ）

B産卵してから 22 時間
たち、発達が進んだ卵

Cふ化直前の卵（産卵後
40 時間）

Dふ化したクロマグロの
赤ちゃん（大きさ約3ミリ）

A CB D

大型陸上水槽でのクロマグロの産卵〜ふ化に成功！News!!

オスの尾ビレの後が白
くなり（ ピンクの丸い
部分 ）受精を確認

QRコードからもアクセス可能です

2014年5月16日、クロマグロが産卵し、確保できた受精卵

オス オス
メス

メス

動画では
10秒後の右上の
部分から始まり

数回確認できます☞
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水
産
物
の
安
定
供
給
と

水
産
業
の
健
全
な
発
展
を

め
ざ
し
て

２
０
１
４
年
４
月
１
日
付
で
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。理
事
長
就
任
に
あ
た
り
、

当
セ
ン
タ
ー
の
使
命
と
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
01
年
に
独
立
行
政

法
人
と
し
て
発
足
し
、
水
産
分
野
の
研

究
開
発
に
つ
い
て
、
基
礎
か
ら
応
用
実

証
ま
で
行
う
、
わ
が
国
唯
一
の
総
合
的

研
究
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
産
基

本
法
の「
水
産
物
を
安
定
し
て
供
給
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
、
水
産
業
の
健
全

な
発
展
を
め
ざ
そ
う
」と
い
う
基
本
理

念
の
実
現
に
向
け
て
、
水
産
庁
な
ど
の

行
政
機
関
と
連
携
し
、
水
産
業
が
抱
え

る
課
題
解
決
に
研
究
開
発
を
通
じ
て
貢

献
す
る
こ
と
が
使
命
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
水
産
業
の
持
続
的
な
発

展
に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
中
で
痛
感

し
て
い
る
の
は
、
水
産
研
究
が
漁
業
や

養
殖
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
で
、

水
産
業
を
活
性
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
当
セ
ン
タ
ー
と
漁
業
者
、
養
殖
業

者
な
ど
の
方
々
や
、
水
産
庁
や
地
方
自

治
体
な
ど
の
方
々
と
の
距
離
を
縮
め
る

こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
と
と

も
に
水
産
業
の
将
来
を
明
る
い
も
の
と

す
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。現

在
、
第
３
中
期
計
画
期
間
の
３
年

目
で
、
５
つ
の
重
点
項
目
、
１
．
水
産

資
源
の
利
用
に
関
す
る「
我
が
国
周
辺

及
び
国
際
水
産
資
源
の
持
続
可
能
な
利

用
の
た
め
の
管
理
技
術
の
開
発
」　
２
．

沿
岸
漁
業
の
振
興
に
関
す
る「
沿
岸
漁

業
の
振
興
の
た
め
の
水
産
資
源
の
積
極

的
な
造
成
と
合
理
的
利
用
並
び
に
漁
場

環
境
の
保
全
技
術
の
開
発
」　

３
．
養

殖
業
の
発
展
に
関
す
る「
持
続
的
な
養

殖
業
の
発
展
に
向
け
た
生
産
向
上
技
術

と
環
境
対
策
技
術
の
開
発
」　

４
．
安

心
・
安
全
の
た
め
の「
水
産
物
の
安
全
・

消
費
者
の
信
頼
確
保
と
水
産
業
の
発
展

の
た
め
の
研
究
開
発
」　
５
．
研
究
の

発
展
の
た
め
の「
基
盤
と
な
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
及
び
基
礎
的
・
先
導
的
研
究
開

発
」で
は
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は

震
災
直
後
か
ら
、
被
害
漁
場
や
資
源
状

態
の
調
査
、
被
災
県
の
種
苗
生
産
へ
の

協
力
、
が
れ
き
除
去
や
漁
港
漁
村
の
復

興
や
防
災
機
能
の
強
化
の
技
術
的
支
援

な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
元

の
要
請
を
考
慮
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。
魚
介
類

中
の
放
射
性
物
質
問
題
も
、
水
産
庁
の

要
請
も
受
け
詳
細
に
分
析
し
て
い
ま

す
。
一
部
で
は
、
突
発
的
に
高
い
値
の

魚
が
採
集
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引

き
続
き
水
産
物
の
安
全
性
を
確
か
め
ま

す
。13

年
末
の
閣
議
決
定
で
、
当
セ
ン

タ
ー
と
独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校
と

の
統
合
が
決
定
し
ま
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
の
水
産
政
策
の
基
盤
と
な
る
研
究

開
発
機
能
と
、
水
産
大
学
校
の
即
戦
力

と
な
る
人
材
育
成
機
能
の
融
合
で
、
研

究
開
発
成
果
を
活
用
し
た
次
代
を
担
う

人
材
育
成
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
新
し

い
時
代
の
水
産
業
を
牽け
ん

引い
ん

す
る
研
究
開

発
の
中
核
的
機
関
と
な
る
新
組
織
体
制

の
枠
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

独立行政法人
水産総合研究センター  理事長

宮原  正典
みやはら・まさのり。1955年生まれ、
東京都出身。78年東京大学農学部水
産学科卒、農林省（当時）入省。水産
庁資源管理部沿岸沖合課長、資源管
理部審議官など経て、12年1月から
水産庁次長、14年1月に退官。

ごあいさつ



太平洋系群
の主な漁場

対馬暖流系群
の主な漁場　

日本で漁獲される
マイワシとマサバの主な漁場
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水
産
資
源
は
生
き
物
な
の
で
、
う
ま
く
使
え
ば
持
続
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
移
動
し
た
り
子
ど
も
が
増
え
た
り
す

る
の
で
、
そ
の
量
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

水
産
資
源
を
利
用
し
続
け
る
に
は
、
資
源
量
を
正
確
に
推
定

す
る
だ
け
で
な
く
、
ど
れ
だ
け
利
用（
漁
獲
）で
き
る
の
か
、

科
学
的
根
拠
を
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
長
年
に
わ
た
り
資
源
量
を
調
査
し
、
ど
の
よ
う
に
資

源
を
管
理
す
る
の
か
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
調
査

の
中
で
、
昨
年
、
太
平
洋
の
マ
イ
ワ
シ
と
マ
サ
バ
が
数
十
年
ぶ

り
に
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
漁
獲
さ
れ
る
マ
イ

ワ
シ
と
マ
サ
バ
は
、
２
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
太
平
洋
系け

い
群ぐ

ん
、
対
馬

暖
流
系
群
と
よ
ば
れ
て
い
ま

す
。
太
平
洋
の
マ
イ
ワ
シ
と

マ
サ
バ
は
、
図
１
、２
の
よ

う
な
生
態
を
示
し
、
そ
れ
を

調
べ
る
こ
と
で
資
源
の
変
動

が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
90
～
２
０
０
０
年
代
に

は
資
源
量
が
減
少
し
て
漁
獲

量
も
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

水
産
資
源
の
利
用
の
た
め
に
太
平
洋
の
マ
イ
ワ
シ
と
マ
サ
バ
の
資
源
量
、

増
加
傾
向
続
く

1 研
究
最
前
線

日
本
の
食
卓
を
守
る
！

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、「
水
産
物
の
安
定
供
給
の
確
保
」と「
水
産
業
の
健
全
な
発
展
」の
た
め
に
、

水
産
資
源
の
利
用
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
、
養
殖
業
の
発
展
、
安
心
・
安
全
、
研
究
の
発
展
こ
れ
ら
５
つ
の

重
点
項
目
を
定
め
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
最
新
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。
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当
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
調
査
結
果
か
ら
、

太
平
洋
の
マ
イ
ワ
シ（
図

1
）は
、
資
源
の
増
加
傾
向

が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
太
平
洋

の
マ
サ
バ（
図
２
）
資
源
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す（
図

３
）。
12
年
秋
に
は
マ
イ
ワ

シ
で
は
18
年
ぶ
り
、
マ
サ

バ
で
は
34
年
ぶ
り
に
道
東

沖
で
ま
と
ま
っ
て
漁
獲
さ

れ
ま
し
た
。

13
年
春
の
調
査
で
、
餌
を

求
め
て
三
陸
沖
合
を
北
上
す

る
魚
群
も
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
13
年
秋
も
道
東

沖
へ
魚
群
が
来
遊
し
た
と
思

わ
れ
、
道
東
沖
で
は
12
年
並

み
の
漁
獲
が
あ
り
ま
し
た
。

図1．マイワシ太平洋系群の生態
本州の南で 3 ～ 5 月にふ化し、黒潮で東へ運ば

れて、黒潮と親潮の混じり合うところ（図のピンク
色）から、東経 170 度付近までの広い範囲に北上
します

夏～秋季に千島列島東方沖の表面水温 10 ～
15℃のところ（図の水色）で餌を食べて大きくな
り、秋～冬季に日本沿岸域に南下します

図2．マサバ太平洋系群の生態
本州の南で 3 ～ 5 月にふ化し、黒潮で東へ運ばれ

て、黒潮と親潮の混じり合うところ（図のピンク色）
から、北海道の南や東経 170 度付近までの広い範囲
に北上します

夏～秋季に千島列島東方沖の表面水温 10 ～ 15℃
のところ（図の水色）で餌を食べて大きくなり、秋～
冬季に日本沿岸域に南下します

マイワシやマサバなどは、漁獲量が多
く、鮮魚としてそのまま流通したり、加
工用の原料や養殖業の餌料になったりす
るなど広い分野で利用される重要な魚種
です。引き続き、これらの魚種を含む水
産資源の調査や解析をするとともに、資
源を変動させる要因の解明も進めます。

マイワシもマサバも資源の
増加傾向が続いています
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日
本
で
は
、
古
く
か
ら
各
地
の
特
徴

を
生
か
し
た
沿
岸
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
沿
岸
漁
業
は
、
水
産
物
の

供
給
だ
け
で
は
な
く
、
加
工
や
流
通
で
地

域
経
済
の
柱
と
な
り
、
地
域
ご
と
の
食
文

化
を
支
え
て
い
ま
す
。
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
、
沿
岸
漁
業
振
興
に
つ
な
が

る
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
天
然
資
源
が
減
少
し
て
い
る

タ
イ
ラ
ギ（
市
場
な
ど
で
は
平た

い
ら
が
い貝
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
）は
、
人
工
種
苗
生
産
技

術
を
開
発
し
て
稚
貝
を
大
量
に
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
分
県
の
タ
チ

ウ
オ
漁
業
で
は
、
沿
岸
漁
業
経
営
の
安
定

化
、
利
益
増
大
に
役
立
つ
技
術
開
発
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
船
上
さ
か
な
体
重
計
、
投
縄
機
、
新

擬
似
餌
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

東北区水産研究所宮古庁
舎（岩手県宮古市）は、農林
水産省などの支援を得なが
ら、沿岸資源研究の拠点と
なる施設として生まれ変わ
りました。
被災前から取り組んできた、水質や餌が養殖魚介類に与える影響
の研究などで得られた豊富な成果を足がかりとし、被災した沿岸漁
業の復興と全国の沿岸漁業の振興に役立つ研究開発をさらに進めて
いきます。

沿岸漁業復興の研究開発拠点に！
東北区水産研究所宮古庁舎が竣工

親貝
大きさ22センチ

稚貝
ふ化後95日、

大きさ9.5ミリ

有明海などで漁獲量が減少している
大型二枚貝のタイラギの人工種苗生
産技術を開発し、約7万個の稚貝を
得ることに成功しました。今後は、
より大量の稚貝を安定して生産する
技術開発を進め、この技術の実用化
をめざします。

タイラギ

沿
岸
漁
業
の
振
興
の
た
め
に

2



写真1．船上さかな体重計
左右の針が同じ目盛りを指せば

5 キロです。おもりを変えれば４
～５キロを量ることができます

写真2．新擬似餌
上からオキアミグロウ、ホットピンクグロ

ウ、パールホワイトグロウ、ストロンググロ
ウの計 4 色。大きさは、6 インチと５インチ
の 2 種類

ロゴ
入り！

針掛け棒

台座

ステンレス棒

ステンレス板
直径 7ミリの磁石

塩ビ板

磁石の埋め込まれた塩ビ板には
サビ止めのため、フィルムコー
ティングが施されています

仕掛けを海中に投入すると、
残りの仕掛けが糸にひかれ、
セットした擬似餌が自然に
繰り出されます

糸
海中へ

図．投縄機のしくみ
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
社

団
法
人
大
田
工
業
連
合
会
に

所
属
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
轂こ

し
きや

株
式
会
社
平
川
製
作
所
、
佐
々
木
発
條

株
式
会
社
な
ど
と
連
携
し
て
、
揺
れ
る

船
上
で
も
簡
単
に
計
量
で
き
る「
船
上

さ
か
な
体
重
計
」（
写
真
１
）
と
、
1

人
で
も
ス
ム
ー
ズ
な
投
縄
が
で
き
る
投

縄
機（
図
）を
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、

生
餌
の
付
け
替
え
作
業
が
軽
減
で
き

る
よ
う
に
、
マ
ル
キ
ユ
ー
株
式
会
社
、

Ｊ
Ｆ
お
お
い
た
臼う

す
杵き

支
店
と
連
携
し
て
新

擬
似
餌（
写
真
2
）を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
機
器
類
は
、
タ
チ
ウ
オ
ひ
き

縄
以
外
の
漁
業
で
も
応
用
が
可
能
で
す
。

沿
岸
漁
業
の
操
業
の
安
全
と
効
率
化
を
推

進
す
る
た
め
に
も
、
今
後
、
全
国
の
沿
岸

漁
業
者
へ
の
展
開
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

タ
チ
ウ
オ
ひ
き
縄
漁
業
の
効
率
化
を
め
ざ
し
、

船
上
さ
か
な
体
重
計
、
投
縄
機
、
新
擬
似
餌
を
開
発



今までの小型水槽
5～20リットル

●十数尾のシラスウナギしか育て
上げることができませんでした

●１尾ずつ別の水槽に移し替えて
から水槽を掃除をするため、手
間がかかりました

88vol.39  2014.7

当
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
１
０
年
に

世
界
初
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
完
全
養
殖

を
成
功
さ
せ
、
12
年
か
ら
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
大
量
生
産
技
術
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
研
究
で
、
飼
育
の
手
間
を
省

け
る
大
型
水
槽
を
開
発
し
、
人
工
ふ

化
さ
せ
た
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
仔
魚
を

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
に
な
る
ま
で
育
て
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た（
※
１
）。
こ

の
成
果
は「
ウ
ナ
ギ
仔
魚
飼
育
方
法

及
び
装
置
」と
し
て
特
許
出
願
し
ま

し
た（
※
２
）。
こ
れ
に
よ
り
、
ウ

ナ
ギ
人
工
種
苗
の
大
量
生
産
、
完
全

養
殖
ウ
ナ
ギ
の
安
定
生
産
へ
の
道
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

大
型
水
槽
に
よ
る

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
仔し

魚ぎ
ょ

の
飼
育
が
可
能
に

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

と
く
に
関
心
の
高
い
ク
ロ
マ
グ
ロ
と
ニ

ホ
ン
ウ
ナ
ギ
に
つ
い
て
、
人
工
的
に
育

て
た
稚
魚
を
養
殖
に
利
用
す
る
研
究
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。
ク
ロ
マ
グ
ロ
か

ら
計
画
的
に
安
定
し
て
採
卵
す
る
技
術

を
開
発
し
、
３
年
後
に
10
万
尾
の
稚
魚

を
生
産
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ

ギ
の
稚
魚
を
育
て
る
た
め
に
、
餌
や
省

力
化
で
き
る
水
槽
な
ど
の
研
究
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
関
係
自
治
体
や
民
間
企

業
と
連
携
し
て
、
赤
潮
の
被
害
を
避
け

ら
れ
る
人
工
種
苗（
早
期
ブ
リ
）
を
用

い
た
養
殖
技
術
な
ど
の
研
究
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。

養
殖
業
の
発
展
の
た
め
に

3

※1 本成果は、農林水産技術会議委託プロジェクト研究「 水産業再生プロジェクト 」のうち「 天然資源に依
存しない持続的な養殖生産技術の開発―シラスウナギの安定生産技術の開発 」により得られたものです

※2 特願2013-263898

ウ
ナ
ギ

レプトセファルス



1月 3月 5月 7月 9月 11月 1月 3月 5月 7月 9月 1月 3月 5月 7月 9月11月0

1

2

3

4
5

6
（キロ）

出荷サイズ
赤潮発生前に
 出荷サイズに！

11～12月
（通常より5～6カ月早期）

の採卵が必要

量産規模で
安定的

小型のブリは、酸素の必要量が大型に比べ
て少ないので、赤潮が発生して水中の酸素
の量が減っても死ぬことはありません

赤潮発生 赤潮発生

20センチ

天然種苗では
対応できない

天然種苗早期人工種苗

ここまで

育てるのは

とても大変！ ●３万尾近いふ化仔魚を飼うことができ
るようになりました
●１尾ずつ移し替えなくても水槽の掃除
が可能になり、飼育にかかる手間が省
けるようになりました

新たに開発した大型水槽
2000リットル

養殖ウナギ

完全養殖

成熟親魚

受精卵

プレレプトセファルス

レプトセファルス

人工シラスウナギ

人工稚ウナギ

手間をかけて、きめ細かな管理が必要なため、
飼育が最も難しい期間！
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現
在
の
ブ
リ
養
殖
で
は
、
出
荷
直

前
の
夏
に
赤
潮
が
発
生
す
る
と
ブ
リ

が
大
量
に
死
ん
で
し
ま
い
、
大
き
な

被
害
が
で
ま
す
。

そ
こ
で
、
赤
潮
発
生
前
に
出
荷

で
き
る
よ
う
、
ブ
リ
人
工
種
苗
の
早

期
生
産
技
術
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
２
０
１
１
年
11
月
に
産
卵
さ

せ
、
12
年
3
月
に
は
12
セ
ン
チ
の
稚

魚
に
育
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
種
子

島
で
鹿
児
島
県
東あ

ず
ま

町
漁
業
協
同
組
合

と
鹿
児
島
県
と
協
力
し
て
4
月
に
は

20
セ
ン
チ
ま
で
育
て
、
初
め
て
同
時

期
の
天
然
稚
魚
よ
り
大
き
く
で
き
ま

し
た
。

現
在
、
早
期
に
安
く
安
定
し
て
稚

魚
を
作
る
た
め
の
技
術
開
発（
※
３
）

に
取
り
組
み
、
量
産
・
供
給
体
制
を

作
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

人
工
種
苗
の
早
期
生
産
に
成
功 

︱
ブ
リ
養
殖
の
赤
潮
被
害
軽
減
に
活
路

※3 農林水産省農林水産技術会議事務局の委託プロジェクト研究「 天然資源に依存しない
持続的な養殖生産技術の開発 」

養
殖
ブ
リ

夏の端境期に安定してブリを販売できるようになります



操業中のイカ釣り漁船

従来型の漁灯（ メタルハライ
ド灯、左 ）とLED漁灯（ 右 ）

受付窓口（事務局）
外部からの連絡受付・内容確認

普及対応グループ
依頼内容による

講師選定、日程調整、広報活動

現場へ！

漁業
一般

機関
関係

船体
関係
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省
エ
ネ
技
術
を
漁
業
者
に
よ
り
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
、

当
セ
ン
タ
ー
水
産
工
学
研
究
所（
茨
城
県
神か

み
栖す

市
）に
、
漁
船

漁
業
省
エ
ネ
普
及
チ
ー
ム（
愛
称
：「
チ
ー
ム
Ｄ
ｒ
．省
エ
ネ
」）

を
結
成
し
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
Ｄ
ｒ
．
省
エ
ネ
」は
、
漁
船
漁
業
の
省
エ
ネ
化
技

術
に
精
通
し
た
研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
漁
業
者

の
と
こ
ろ
に
直
接
出
向
い
て
漁
船
漁
業
の
省
エ
ネ
に
関
す
る

講
習
会
を
開
き
、
省
エ
ネ
化
技
術
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

ま
す
。

▶お問い合わせ
チームDr. 省エネ事務局　水産工学研究所　業務推進部　 ☎0479-44-5930

漁
船
漁
業
省
エ
ネ
普
及
チ
ー
ム
を
結
成
！

―
漁
船
漁
業
の
省
エ
ネ
化
促
進
を
め
ざ
し
て

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水
産
物
の
安
全

性
や
品
質
確
保
の
た
め
、
海
洋
生
物
が
つ
く
り
出
す

貝
毒
な
ど
の
分
析
、
水
産
加
工
品
の
品
質
評
価
、
原

産
地
判
別
な
ど
の
技
術
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
船
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
と
ど
れ
だ
け
燃

料
消
費
を
減
ら
せ
る
か
を
簡
単
に
計
算
で
き
る
燃
料

削
減
量
概
算
ソ
フ
ト『
Ｄ
ｒ
．
省
エ
ネ
』に
代
表
さ

れ
る
よ
う
な
、
省
エ
ネ
・
省
コ
ス
ト
化
技
術
の
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
た
め
に

4



▲ガイドブック（ 左 ）とパンフレット（ 右 ）

スマホ、携帯、パソコンがあれば節約額が
分かる！

結果
出力画面

情報を入力すれば

簡単に削減金額を

確認できます
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燃
料
費
が
高
騰
す
れ
ば
漁
業

の
経
営
を
圧
迫
し
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
水
産
工
学
研
究
所
と
開
発
調

査
セ
ン
タ
ー（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

は
、
漁
船
漁
業
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
を
進
め
る
た
め
の
調
査
研
究
を

し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
省
エ
ネ
方
法
と
そ
の
理
論
な
ど

を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
漁

船
漁
業
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け

て
」と
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
点

を
簡
単
に
ま
と
め
た「
漁
船
操
船

者
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」を
作
り
ま

し
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
漁
船
の
長
さ
や
馬
力
な
ど
を

入
力
す
れ
ば
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
た
場
合
の
燃
料
の
削
減
量
を
簡

単
に
計
算
で
き
る
燃
油
削
減
量
概

算
ソ
フ
ト『
Ｄ
ｒ
．
省
エ
ネ
』
を

作
り
ま
し
た
。

漁
船
の
デ
ー
タ
を
ス
マ
ホ
で
入
力
、
減
速
に
よ
る
燃
油
削
減
量
が

す
ぐ
に
分
か
る
ソ
フ
ト
『
Ｄ
ｒ
．
省
エ
ネ
』
を
作
成

ガイドブック・パンフレットのPDFファイルと「 Dr.省エネ 」ソフトは、以下のURLから
ダウンロードできます
▶漁船漁業の省エネルギーに向けて　http://nrife.fra.affrc.go.jp/seika/syouene/guide.pdf
▶漁船操船者用パンフレット　http://nrife.fra.affrc.go.jp/seika/syouene/pamph.pdf
▶ Dr.省エネ　http://ecofish.job.affrc.go.jp/



海洋観測を支える漁業調査船「 蒼
そ う

鷹
よ う

丸
ま る

」と調査風景
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水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
各
自
治
体
の

研
究
機
関
と
協
力
し
て
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り

日
本
近
海
の
海
洋
環
境
を
詳
し
く
調
査
し
て
い
ま

す
。
得
ら
れ
た
情
報
は
、
漁
獲
の
状
況
や
水
温
な

ど
の
海
洋
環
境
の
状
況
を
予
測
す
る
漁
海
況
予
報

と
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は

漁
業
や
遊
漁
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
当
セ
ン
タ
ー
の
海
洋
観
測
活
動
が

評
価
さ
れ
、
２
０
１
３
年
に
は
北
太
平
洋
海
洋
科

学
機
構
の
海
洋
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
精
度
の
高
い
漁
海
況
予

測
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
遺
伝
子
研
究
は
急
激
に
進
歩
し
、
い
ろ

い
ろ
な
分
野
で
利
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水
産
分
野
で
必
要
な
研
究

課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
に「
水
産
ゲ
ノ
ム
研
究

戦
略
」を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
も
、
水
生
生
物

の
遺
伝
子
の
研
究
を
発
展
さ
せ
、
水
産
業
の
発
展

と
水
産
物
の
安
定
供
給
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

研
究
の
発
展
の
た
め
に

5

水産ゲノム研究戦略
当センターでは、ゲノム研究を効率よく、また的確に行

うために研究戦略をまとめました。この研究戦略に従い、
海洋環境から魚介類の生態、飼育技術、さらには流通・消
費までの広い範囲にDNA情報を活用して、革新的な技術の
開発を進めていきます。

▶「 水産ゲノム研究戦略 」はPDFファイルで公開しています。ぜひご覧ください。
http://www.fra.affrc.go.jp/pressrelease/pr21/220331/20110228besshi1.pdf



塩基配列を読み取る
シーケンサー

太平洋クロマグロは
微妙な青緑色の違いを

認識できることが
分かりました

まぐろ養殖生産技術の改善へ

太平洋クロマグロの
全遺伝子を解読

青い魚も
  ばっちり
 見えるぜ！

海と同じ青色の
　はずなんだけど…

▶餌となるサバなどの青い色
をした魚も簡単に見つける
ことができます
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
９
年
か
ら

東
京
大
学
、
九
州
大
学
お
よ
び
国
立
遺

伝
学
研
究
所
と
共
同
で
、
世
界
初
と
な

る
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
遺
伝
情
報
全

体
で
あ
る
ゲ
ノ
ム
の
す
べ
て
の
塩
基
配

列
の
解
読
に
取
り
組
み
、
解
読
に
成
功

し
ま
し
た
。
解
読
し
た
ゲ
ノ
ム
か
ら
、

視
覚
に
か
か
わ
る
遺
伝
子
に
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
特
徴
を
発
見
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

海
洋
表
層
を
高
速
で
泳
ぎ
回
る
ク
ロ
マ

グ
ロ
が
、
赤
色
が
乏
し
く
青
み
が
か
っ

て
い
る
海
中
で
、
微
妙
な
青
緑
色
の
違

い
を
認
識
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
成
果
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
行
動

の
特
徴
に
関
連
す
る
基
礎
的
情
報
で
す

が
、
今
後
の
ま
ぐ
ろ
養
殖
生
産
技
術
の

改
善
に
役
立
つ
も
の
で
す
。

世
界
初
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

す
べ
て
の
遺
伝
子
情
報
の
解
読
に
成
功

この内容は、2013 年 6 月 18 日発行の米国科学アカデミー紀要オンライン版（Proceedings of the National 
Academy of Sciences of the United States of America）に掲載されました。
▶ http://www.pnas.org/content/early/2013/06/18/1302051110.full.pdf



◀がれきの回収方法
▼試作したタオル網

20メートル

38メートル

重りとして
チェーンを使用 3メートル

当センター、宮城県、地元漁業
者、東北大学が協議して作った、
海底のがれきを効率的にとれる
平らなタオルのような「タオル
網」が利用されています。

効率的ながれき除去

サケふ化場の井戸の調査
（岩手県野田村の下

しも

安
あっ

家
か

ふ化場）

マガキ浮遊幼生の採集

水産工学研究所によるがれき調査
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水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
直
後

か
ら
漁
場
や
資
源
状
態
の
調
査
、
被
災
県
の

種
苗
生
産
へ
の
協
力
、
が
れ
き
除
去
、
漁
港

漁
村
の
復
興
や
防
災
機
能
強
化
の
技
術
支
援

な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

引
き
続
き
地
元
の
要
請
に
配
慮
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。ま

た
、
岩
手
県
や
宮
城
県
と
と
も
に
、
養

殖
技
術
や
加
工
技
術
の
開
発
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

魚
介
類
中
の
放
射
性
物
質
は
、
震
災
直

後
か
ら
水
産
庁
の
要
請
も
受
け
て
詳
細
な

分
析
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
に
、

一
部
の
魚
種
で
は
突
発
的
に
高
い
値
を
示

す
魚
が
採
集
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
引
き

続
き
調
査
し
、
水
産
物
の
安
全
性
を
確
か

め
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援



東京都内のタイプ別消費者層によるカキの産地評価

＜タイプ①＞
産地重視・生食重視しない

26％

＜タイプ③＞
購入回数が少ない
生食重視

17％

＜タイプ②＞
個数・生食重視

57％
高低

高低

岡山
4位 2位

宮城高低

3位
兵庫

1位
広島

5位
宮城

3位
兵庫

1位
広島

4位
岩手

2位
岡山

4位
岩手

2位
岡山

3位
兵庫

1位
広島

5位
宮城

※岩手県はデータのばらつきが
　大きく、確実な評価ができな
　かったので記載していません

各産地のカキの相対評価

各産地のカキの相対評価

各産地のカキの相対評価

宮城県は生食用が多いので
評価を上げるのは難しい…

すでに
 高評価！

購買量の拡大が
望める消費者層

販売戦略を工夫すれば
評価アップが期待できる
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※農林水産技術会議事務局委託事業（ 食料生産地域再生のための先端技術展開事業 ）の一環として実施

カ
キ
は
、
広
島

県
と
宮
城
県
が
主
な

生
産
地
と
し
て
知
ら

れ
、
宮
城
県
産
は
主

に
生
食
用
と
し
て
流
通

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
で
、
宮
城
県
内

の
養
殖
施
設
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
は
、
被
災

地
の
水
産
業
の
復
興
を
促
進
さ
せ
る

た
め
に
も
、
宮
城
県
産
の
カ
キ
の
最

大
の
出
荷
先
で
あ
る
東
京
で
、
ど
の

よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
る
の
か
を

調
べ
る
た
め
「
貝
類
養
殖
業
の
安
定

化
、
省
コ
ス
ト
・
効
率
化
の
た
め
の

実
証
研
究
」（
＊
）
で
、
５
２
０
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
分
析
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
東
京
の
消
費
者

は
、
①
産
地
に
こ
だ
わ
り
生
食
を

重
視
し
な
い
タ
イ
プ
が
26
％
②
内

容
量
に
こ
だ
わ
り
生
食
用
を
好
む

タ
イ
プ
が
57
％
③
購
入
回
数
は
少
な

い
も
の
の
生
食
用
を
好
む
タ
イ
プ
が

17
％
と
3
つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。

①
は
産
地
を
重
視
・
生
食
を
重
視

し
な
い
消
費
者
層
な
の
で
、
生
食
用

の
多
い
宮
城
県
産
が
販
路
を
拡
大
す

る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
②
は
個
数
・
生
食
重
視
の
最
大

消
費
者
層
で
、
す
で
に
宮
城
県
産
は

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

③
の
消
費
者
に
は
、
少
な
い
購
入
回

数
の
中
で
も
宮
城
県
産
を
選
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

③
は
、
生
食
用
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
の
工
夫
し
だ
い
で
は
購
買
量
の

拡
大
が
望
め
る
消
費
者
層
で
あ

り
、
販
売
戦
略
を
考
え
る
上
で
重

要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

東
京
都
民
の
カ
キ
の
好
み
か
ら

宮
城
県
産
カ
キ
の
販
売
戦
略
を
考
え
る



マダコ
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作り方　（調理時間：下ごしらえも含め約40分）

ゆでだこを一口サイズに切
り分けます。小えびは殻付
きのままでも殻をむいても
OK。

ニンニクとショウガをスライ
スします。赤唐辛子とローズ
マリーは丸のまま使います。

ズッキーニ、パプリカ、エ
リンギは１センチ幅の拍

ひょうし

子
木
ぎ

に切り、アスパラとニン
ニクの芽は 5センチくらい
の長さに切りそろえておき
ます。

フライパンにオリーブオイ
ルを大さじ 2入れて火にか
け、「3」の具材を入れます。
色が変わるまでいため、塩

とバジルで味付けして、皿
に盛りつけておきます。

同じフライパンにオリーブ
オイル大さじ４を入れて熱
し、「2」の具材を色が変わ
る程度に軽くいため、焦げ
ないうちに取り出しておき
ます。

さらに同じフライパンに、
まず「1」の小えびを入れて
５分ほどいためます（殻付き
の場合は少し長めに）。次に
ゆでだこを追加して５分ほ
どいため、塩麹や魚醤、バ
ジルで味付けします。最後
にへたを取ったミニトマト
を入れ、軽くいためます。

器に「6」をオイルごと盛り
つけ、「5」のニンニクなど
も入れてイタリアンパセリ
を散らせばできあがり。「4」
は付け合わせで。

1．

4．

5．

6．

7．

マダコは、貝類と同じ軟体動物でタコ目マダコ科マ
ダコ属に分類され、日本海側は北海道より南、太平洋
側は三陸より南の水深 40～50メートルより浅い沿
岸の岩礁域に多くいます。寿命は１～２年で、60セ
ンチ、3.5キロぐらいまで大きくなると言われています。
マダコはタウリンが豊富で、高タンパク質、低脂質
です。料理法は、生の刺し身、塩ゆでした刺し身、天ぷら、唐揚げ、煮物、酢だこ、た
こ飯などがあります。なかでもたこ焼きは有名です。
関西の一部では、夏至から数えて11日目からの５日間「半

はん

夏
げ

生
しょう

」にたこを食べる風
習があります。そこで今回は、たこを使った、元気が出て疲労が回復する料理を紹介し
ます。初夏のタウリンたっぷりのマダコと夏野菜を使い、スペイン料理風に香草をきか
せたオリーブオイル漬け、その名も「マダコのアヒージョ」をご賞味いただきましょう。

マダコ

2．

3．

熱々でも冷蔵庫で冷やして
も OK！  作り置きをしてお
くと、味わいの変化が楽しめ
ます。

レタスなどに包んで食べて
もよし、フランスパンにのせ
てフレッシュトマトとあわせ
た即席ブルスケッタもよし、
はたまたご飯やパスタに熱々
のオイルごとかけてもよし。
さあ召し上がれ。



乾杯

さかな
あんじいの

に
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オリーブ香
かお

る、マダコのアヒージョ！
暑い夏の疲労回復にはもってこい

マダコ第28回

材料（4人分）

ニンニクズッキーニ

◦ゆでだこ....400〜500グラム
◦小えび（むきえび、冷凍えびなど）
　.................................... 適宜
◦オリーブオイル
　...........大さじ２＋大さじ４
◦塩................................. 適宜
◦魚

ぎょ

醤
しょう

......................小さじ１

◦塩麹
こうじ

......................大さじ１
◦バジル.......................... 適宜
◦ミニトマト.................12 個
◦ズッキーニ.............. 中 1 本
◦パプリカ...................... 半分
◦エリンギ.................. 大 1 本
◦アスパラ.......................2 本

◦ニンニクの芽................3 本
◦ニンニク.......４かけ（適宜）
◦ショウガ...................... 適宜
◦乾燥赤唐辛子................2 本
◦ローズマリー................2 本
◦イタリアンパセリ........ 適宜

ミニトマト

むきえび

パプリカ

ゆでだこ



キンギョヘルペスウイルス病で死んだキンギョ
体には何の変化も見られないので、生きているようにも見える
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増養殖研究所（三重県度
わたらい

会郡南
みなみいせちょう

伊勢町）は、困
難だったウイルスの培養に世界で初めて成功し
ました。増やしたウイルスからワクチンの実用
化につながる成果も得られました。ワクチンで
病気を予防すれば、ランチュウなどの高級キン
ギョの安定的な生産・販売が可能になります。
また、実用化したワクチンは将来的には世界中
への普及も可能となります。今後は、ワクチン
効果の向上や有効期間の検討などワクチンの実
用化に向けた研究開発を進めていきます。

このウイルスの培養法とワクチンの製造法
は、「コイ科ヘルペスウイルス -2（Cyprinid her-
pesvirus-2：CyHV-2）感染症用ワクチンおよびそ
の製造方法、ならびに CyHV-2 ウイルス製造方
法」として特許出願中（ PCT／JP2014/62778）
です。また、これらの成果は 2013年9月発行の
水生生物の疾病に関する国際誌と2013年11月発
行のヨーロッパ魚病学会誌に掲載されました。

キンギョヘルペスウイルス病のワク チン作製が可能に

ワクチンの有効性が確認できました

ウイルスの大量培養
→ワクチンの作製3

ワクチンを作るには、大量のウイルスが必要
です。そこで、キンギョのひれからとった細胞
を大きなフラスコでたくさん増やしてウイルス
に感染させ、大量のウイルスを採取しました。
このウイルスの感染力をなくしてワクチンを
作ることができました。

細胞が入ったフラスコに
ウイルスを入れます

ウイルスが細胞に感染して
増えるにつれて
細胞の形が変わっていきます

細胞が変形したり、
死んだりすると、
フラスコの中は
ウイルスでいっぱいに！

0

20

40

60

80

100

0 3 6 9 12 15 18 21（日）

（％）

ワクチン注射なし＋ウイルス未感染

日　数

ワクチン注射+ウイルス感染
ワクチン注射なし＋ウイルス感染

死亡率 100％

生存率 57％

ウイルス

ウイルス ワクチン

効果を調べてみると…

生存率57％
生
存
率

ワクチン作製



ピックアップ・プレスリリース

ウイルスに感染する前は、
細胞が隙間なく並び、フラ
スコに張り付いています

細胞がウイルスに感染する
と変形し、やがて死んでフ
ラスコからはがていきます
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キンギョヘルペスウイルス性造血器壊死症
（キンギョヘルペスウイルス病）は、ヘルペスウ
イルスの一種（ Cyprinid herpesvirus-2：CyHV-
2）がひきおこす病気です。このウイルスによる
被害は 1992 年に日本で初めて確認され、その
後、アメリカ、イギリス、ハンガリー、チェ
コ、中国、台湾、オーストラリア、ニュージー
ランドでも確認されています。

キンギョがこの病気にかかると、外見には何
の異常も出ませんが、血液を作る腎臓や脾

ひ

臓な

どが影響を受け、貧血を起こして死んでしまい
ます。３センチより大きいキンギョが発病し、
死亡率が 80 ～ 100％になることもあります。
キンギョ養殖業に大きな被害をもたらすことか
ら、防除対策が求められていました。

ウイルス病に最も有効な治療法はワクチン
ですが、ワクチンを作るには大量のウイルスが
必要です。これまで、ウイルスを大量に培養す
ることができず、このウイルスの性質を調べる
ことも遅れていました。水産総合研究センター

キンギョヘルペスウイルス病のワク チン作製が可能に

細胞が変形！

高級キンギョの安定生産に朗報！

研究のポイント

ウイルスの増殖 ウイルスが感染できる
細胞を見つける1

1
2

23

ウイルスは、細菌と違って自分で増えるこ
とができません。ほかの生物の細胞に入って
（感染）、細胞の機能を利用することで増えて
いきます。
ウイルスに感染した細胞は、ウイルスの増
殖とともに形が変わり死んでしまいます。細
胞が死ぬと、大量のウイルスが放出されます。

ウイルスが感染できる生物や細胞の種類は決まっ
ています。たとえば、エイズウイルスは、ヒトの白血
球の一種のTリンパ球だけにしか感染しません。
キンギョのヘルペスウイルスを増やすには、感染で
きる特定の細胞が必要でした。今回の研究で、ウイル
スが感染できるのは、キンギョのひれからとった細胞
であることを発見しました。
この細胞をフラスコに入れて増やし、ウイルスを入
れたところ、細胞の中でウイルスが増えていました。ウイルス

侵入！

細胞が死滅し、
ウイルスが
大量に放出！

死滅

細胞

細胞が変形…

増殖



会
議
・
イ
ベ
ン
ト
報
告  

◦
◦
◦

18日は雨天、19日は曇りとすっきりしない天気
でしたが、たくさんの来場者がありました

ナスの苗の配布は大人気でした

コンピューター画面に
タッチで、おさかなクイズスタート

おさかなクイズは
大人から子どもまで大好評！

おさかなクイズは4コース

正解率が5割を
超えた方には認
定書を発行しま
す。ぜひチャレ
ンジしてみてく
ださい
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「平成 26 年度科学技術週間」の中で、
茨城県つくば市の筑波農林研究団地にある

「食と農の科学館」の一般公開が４月18日、
19 日に開催され、水産総合研究センター
も出展しました。

この一般公開は、毎年、科学技術週間に
あわせて、農業・食品産業技術総合研究機
構の中央農業総合研究センター、作物研究
所、野菜茶業研究所が合同で開催している
もので、当センターも2012年から毎年出
展しています。

今年は、農業関係ではナスの苗の配布や、
試食、講演会などいろいろな出展がありま
した。当センターのブースでも、おさかな
クイズの認定者に記念品を贈呈したり、パ
ネルの説明をしたり盛況でした。２日間で

4300人の来場がありました。
食と農の科学館は、年末年始を除く毎

日、午前９時から午後４時まで開館してい
ます。当センターの常設展示ブースがあり、
いつでもおさかなクイズを体験することが
できます。

食と農の科学館一般公開に出展しました

沿岸域における漁船漁業ビジネスモデル
研究会ニュースレター　No.12、No.13










